
平成３１年度  事業実施計画書（モデル的事業） 

 

団体名：国府町まちづくり協議会 

１．モデル的事業名 コミュニケーター養成事業 

２．事 業 名 
飛騨国府歴史まちづくり推進事業 

「国府遺産コミュニケーター」養成事業 

３．目  的 

地域の特性として「歴史・文化」が挙げられるものの、その特色がまちづ

くりに十分に活かされていないため、本事業では、来訪者等に説明案内でき

るガイドを養成する。 

４．事業内容 

日本遺産の構成文化財を含む国府地域の歴史文化遺産を《国府遺産》と総

体的に捉え、講座やガイド体験を通して、《国府遺産》を子供たちや来訪者に

説明案内できるようなガイド「コミュニケーター」を養成する。「コミュニケ

ーター」は、観光ガイドのスキルに加え、地域の特性である歴史・文化の奥

深さや魅力を専門的知識がない人にも分かりやすく伝えられる人材を意味

し、歴史・文化について自分で調べて学ぶことのできるスキルの習得をめざ

す。 

地域の歴史遺産を活用する一つの方法として、歴史をテーマとした「まち

歩き」ツアーを開発する。着地型観光として外部からの訪問者に企画を提供

できる場合もあるが、地域住民を対象にして地元の知られざる魅力を再発見

する手段として「まち歩き」が有効となる可能性があり、史料調査・現地調

査を踏まえたコース・ツアーの開発に取り組み、養成したコミュニケーター

の活躍の場とする。 

５．効果見込 

・「国府遺産コミュニケーター」養成事業として継続的に行っていく講座やツ

アーが、「国府遺産コミュニケーター」養成事業によって養成されたコミュ

ニケーターの活躍の場の１つとなる。 

・開発された国府遺産まち歩きコース・ツアーが、観光客や歴史研究者等の

誘致につながっていく可能性が期待される。 

・地域の魅力を再発見することで、さまざまな局面で新たな価値を創造する

可能性が期待される。 

・地域住民に地域への誇りと愛着を育むことで、住み続けたいと思えるまち

づくりの実現に近づくことができる。 

 

  



平成 31 年度 事業スケジュール 

月 日 項 目 事業内容（対象・方法等） 摘 要 

4 月～ テキスト作成 
講座で得た解説ポイントをふまえた

テキストをカード式で作成 
 

6 月 視察 下呂市金山町「筋骨めぐり」視察  

6 月 30 日 歴史まち歩きツアー ブラ国府 ─木曽垣内編─  

9 月 講座 
徹底解説編 1「街道・景観、自然・天

然記念物」の巻 
 

9 月 歴史まち歩きツアー ブラ国府 ─名張編─  

9 月 講座 
徹底解説編 2「祭礼行事（獅子舞・鉦

打）」の巻 
 

10 月 講座 ガイド実践講座  

10 月 講座 
徹底解説編 3「考古資料（石器・土器）」

の巻 
 

10 月 ガイド体験 てんこもりツアーにてガイド体験  

11 月 歴史まち歩きツアー ブラ国府 ─宮地編─  

11 月 講座 徹底解説編 4「山城（広瀬城）」の巻  

11 月 歴史まち歩きツアー ブラ国府 ─上広瀬編─  

12 月 講座 
徹底解説編 5「歴史資料（古文書）」

の巻 
 

2 月 講座 
徹底解説編 6「美術（絵画・工芸品）」

の巻 
 

3 月 講座 徹底解説編 7「石造物」の巻  

 

 

  



平成３１年度 国府町まちづくり協議会 収支予算書（モデル的事業） 

「国府遺産コミュニケーター」養成事業 

 

【収 入】  単位：円 

区  分 予算額 内  訳 

市補助金 410,000 協働のまちづくり支援金(モデル的事業) 

   

   

合  計 410,000  

 

 

 

 

【支 出】   単位：円 

事業・科目 予算額 
 

内  訳 
支援金充当額 

事業費 410,000 410,000  

 報償費 180,000 180,000 講師謝礼 

 旅費 130,000 130,000 講師旅費 

 需用費 45,000 45,000 消耗品費、印刷製本費 

 使用料及び賃借料 10,000 10,000 会場使用料 

 委託費 45,000 45,000 テキスト作成委託料 

合  計 410,000 410,000  

 

 


